
 １　施設の管理運営

 ２　事業実施内容

 ３　サービス提供状況

 ４　市内中小企業への発注に対する考え方

（参考）今後実施予定の指定管理者提案内容

本会経理規程により、契約については一般競争契約と随意契約により行っています。一般競争
入札の場合は市内中小企業も含めて広く公募し、随意契約の場合は市内中小企業に見積り合わ
せを依頼するようにしています。

仁和地域包括支援センターセンター名

令和6年度指定管理業務に関する事業報告書（地域包括支援センター）

【開所日及び開所時間等】
　開所日　　月曜日～土曜日
  開所時間　午前8時30分～午後5時15分
　※休業日、休業時間は転送電話にて担当職員が対応。
　※緊急時でも担当者に連絡できる体制を取っています。
【事業実施地域】
　上京区のうち、仁和学区、出水学区

（参考）今後実施予定の指定管理者提案内容

１　老人福祉法第２０条の７の２第１項に規定する老人介護支援センターとして実施する事業
　・地域の高齢者の福祉に関する各般の問題につき、高齢者、その者を現に養護する者、地域
　　住民その他の者からの相談に応じ、必要な助言を行う。
　・居宅において介護を受ける高齢者又はその者を現に養護する者と市町村、老人居宅生活支
　　援事業を行う者、老人福祉施設、医療施設、老人クラブその他高齢者福祉を増進すること
　　を目的とする事業を行う者等との連絡調整を行う。
　・居宅において介護を受ける高齢者の状況把握、高齢者福祉等に関する情報提供並びに相談
　　対応及び指導を行う。
２　介護保険法第８条の２第１８項に規定する介護予防支援事業
３　介護保険法第１１５条の４５第１項に規定する介護予防・日常生活支援総合事業を行う場
　　合の介護予防ケアマネジメント（第１号介護予防支援事業）
４　介護保険法第１１５条の３８第１項第２号から第５号に規程する次の事業
　・介護予防ケアマネジメント事業
　・総合相談支援事業
　・権利擁護事業
　・包括的・継続的ケアマネジメント事業（地域ケア会議の開催等）
５　京都市が実施する「一人暮らし高齢者の全戸訪問事業」及び「見守り活動促進事業」

（参考）今後実施予定の指定管理者提案内容

【職員体制】
・センター長　　　　　１名（併設の老人デイサービスセンター管理者と兼務）
・主任介護支援専門員　１名
・社会福祉士　　　　　２名
・保健師等　　　　　　２名
・介護支援専門員　　　２名

（参考）自主事業内容



 ５　施設の利用状況（施設の稼働率，利用者数，事業参加者数など）

人

件

ア　令和6年度収入状況（単位：円）

イ　令和6年度支出状況（単位：円）

　　６　施設の利用者満足度の把握

　 ⑴　利用者満足度の把握状況

　 ⑵　利用者満足度把握の結果

 　⑶　意見等への主な対応状況

2444

⑵　相談延べ件数（実績値）

3730

聞き取った内容は、終了ミーティング等で共有しています。

共有した内容で改善を要することがあれば、協議して改善に努めています。

⑴　介護予防支援給付対象者数（実績値）

⑶　収支実績

支出計

・玄関入口（２か所）にご意見箱と用紙を設置しています。
・訪問時等に、聞き取りを行っています。

委託料

介護保険収入

45,532,909

2,536,568

2,200

1,910,897

1,426,771

その他

小額修繕費

委託費

事業費

39,656,473

その他

45,553,274

290,502

18,556,172

26,706,600

人件費

収入計



　　７　その他特記事項

　 ⑴ 

 　⑵

　　８　評価（指定管理者自己評価）

１．地域包括ケアの推進のための会議等
　　「地域ケア会議」の開催について
　　日常生活圏域：２回　学区域：４回　個別：９回　計１５回
　　学区との会議：１８回

２．「単身高齢者世帯の全戸訪問活動」
　　対象者数２，１９０名のうち　１，２５３名の活動実績があった。
　　担当２学区(仁和・出水)の民生児童委員協議会の定例会等へ可能な限り参加し、情報共有に
　　努めた。必要な方への支援が行き届くように、地域事業等へ参画し、民生児童委員、老人福
　　祉員と同行訪問活動も行った。

１．併設事業所（デイサービスセンター）との連携
　　連携を具体化するため、合同で委員会や会議を開催

２．区内同法人の強みを活かした取り組みとして「協働事業」を実施
　　合同研修会の企画

３．「子育てサロン」
　　地域住民や団体と協働し、多世代間交流支援の企画

４．「車いすの貸出」
　　公益的取組として、車いすが必要な方への貸し出しを行う

　令和６年度の地域課題として、孤立、孤独についてあげた。その支援として各学区で居場所への
取り組みについて参画した。多世代交流や施設と地域の高齢者の交流を目的に「みんなのみん
な」、また民生児童委員協議会を中心に多世代交流としてカフェ＆キッズ子供服交換会「でみず地
域サロン」に参画した。地域のゆるやかなつながりの場でありながらも、障害や高齢、子どもと支
援者が集まり、重層的な視点からかかわりを持ち、様々な生活課題の発見につながることを期待し
ている。地域活動や個別支援などを通じて、民生委員や老人福祉員等各関係機関と連携を深め、高
齢者への見守りや個別支援でのネットワーク構築が可能となり、支援の幅が広がり地域に根差した
活動ができた。


